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【研究プロジェクトの推進】 

2005 年には文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業の社会連携研究推進事業として、BI 研究所が提案し

た「地域経済クラスター創造に向けての社会連携研究」プロジェクトが採択され、活動を行いました（5 年間）。また、BI
研究所と産業界メンバーによる「アライアンス・ベースド技術経営論の研究」プロジェクトが 2006 年に経済産業省「技

術経営人材育成プログラム導入促進事業」に採択され、その成果を報告しています。さらに、2010 年には文部科学省

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（地域に根差した研究）」において、BI 研究所が提案した「関西地域発イノベ

ーション・プラットフォームの構築」プロジェクトが採択され、研究活動を続けてきました（3 年間）。 
2015 年からは、 「KONAN プレミア・プロジェクト－神戸連携：神戸スイーツの研究活性化拠点プロジェクト」を開始

しました。甲南大学が立地する神戸市東灘区は、神戸スイーツと呼ばれるスイーツ店が集積し、重要な地域資源とさ

れており、地域連携・産学連携として地域の活性化の一助となるよう、スイーツ研究を進めています。 
また、それぞれの研究員が科学研究費や競争的外部研究資金によるプロジェクト研究活動を進めています。これか

らも、マーケティング・サイエンスの新展開、日本型経営／マネジメント・モデルの開発、東アジアビジネスの探究など、

ビジネス・イノベーションに関わる大型研究プロジェクト、サブ研究プロジェクトを推進していきます。 

【東アジア研究機関との国際研究交流】 

グローバル社会に適応すべく、2010 年 3 月には BI 研究所と韓国国立ハンバット大学インキュベーション・センター

と、そして、2013 年 7 月には台湾国立聯合大学管理学院と学術･研究交流に関する協定を締結し、国際研究交流を

進めています。これらの協定のもと、互いに研究員が行き来し、グローバル・シンポジウムを開催したり、共同調査を実

施し、成果を公開しています。今後、国際的な産官学連携研究の推進をはかり、その活動をさらに東アジアへ拡げて

行くべく、活性化をはかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【BI シンポジウム、研究会の開催】 

2005 年 7 月に甲南大学において、第１回シンポジウム「企業家精神

の発揮－伝統的ファミリー企業を中心に－」を開催し、その後、「ビジネ

ス・プロセス革新－企業持続的発展の源泉を探る－」、「気候変動と企

業経営」などのテーマをかかげたシンポジウムを開催。地域、産業界、

行政からも多くの方々に参加いただいてきました。また、第２回シンポジ

ウムは、中国・北京にて「日中経済連携と日本企業の対応について」を

テーマに開催しました。以後、韓国国立ハンバット大学とは「グローバル

化に向かう日韓企業の実態と展望」、台湾国立聯合大学とは「アジアに 
おける経済・経営学研究のパースペクティブ」、台湾国立聯合大学と台湾東海大学とは「アジア・ビジネス連携の今、こ

れから」という国際的テーマでグローバルシンポジウムを開催しています。 
一方、2005 年に第１回研究会「コミュニティ・ビジネスの現状と新たなる展開」を開催して以来、「IT による経営プロ

セス革新－モバイル技術のビジネスへの応用－」、「ビジネス戦略革新－分析手法のビジネスデータへの適用－」、

「産業クラスターと地域活性化」、「東アジアにおけるニュービジネスへの挑戦」、「アジア・中国ビジネスの最新動向と

2006 年 7 月 第 3 回シンポジウム

2010 年 7 月  
第 2 回グローバルビジネスフォーラム 
（甲南大学・韓国ハンバット大学） 
 

2014 年 7 月  
10 周年グローバルシンポジウム 
（甲南大学・台湾国立聯合大学・台湾東海大学） 

2013 年 9 月  
グローバルシンポジウム 
(甲南大学・台湾国立聯合大学)  
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